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今月の
表紙

みんな笑顔でいただきます
来年度に小学生になる綾部幼稚園と綾部
保育園の園児が、学校給食を体験しまし
た。配膳や食べ方、片付けについて学ん
だ後、みんなで元気に“いただきます！”。
入学式が楽しみですね。 
11月28日、上野町の綾部小学校で―。
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山
家
地
区
自
治
会
連
合
会
は
、

府
の
地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業
交
付
金
や
市
の
い
き
い

き
地
域
応
援
事
業
費
補
助
金
な
ど

を
活
用
し
、
山
家
城
址
の
観
光
資

源
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
公
園
内
に
あ
る
山
家

郷
土
歴
史
資
料
館
の
展
示
整
備
を

約
１
年
半
か
け
て
実
施
。
従
来
雑

多
に
保
管
さ
れ
て
い
た
資
料
に
つ

い
て
、▽
目
録
の
作
成
▽
時
代
ご

と
の
分
類
▽
解
説
の
添
付
▽
古
文

書
の
現
代
文
訳―

な
ど
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
系
統
立
っ
た
分
か
り

や
す
い
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

資
料
の
展
示
整
備
に
合
わ
せ
、

山
家
歴
史
の
会（
有
道
大
作
会
長
）

は
、
城
址
館
の
看
板
を
新
調
し
ま

し
た
。
ま
た
、
地
元
住
民
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
が
公
園
北
側
の
土
塁

や
空
堀
付
近
の
竹
伐
採
に
取
り
組

む
な
ど
、
公
園
周
辺
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

や
ま
が
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
（
谷
口
和
紀
委
員
長
）
が
本
年

度
、
同
公
園
で
山
家
も
み
じ
ま
つ

り
を
初
開
催
。
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
資

料
整
備
の
委
員
で
あ
る
林
国
治
公

民
館
主
事
は
「
歴
史
資
料
館
は
、

清
掃
を
は
じ
め
展
示
整
備
な
ど
地

元
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
運
営
し
て

お
り
、
そ
れ
が
ほ
か
に
は
な
い
山

家
の
自
慢
」
と
笑
顔
。
イ
ベ
ン
ト

等
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
人
に

地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
の

が
願
い
だ
そ
う
で
す
。
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11月17日～19日の期間中、約５００人が来場したもみじ
まつり。ライトアップも行われた

よ
り
興
味
深
い
展
示
に

11月３日に行われた看板の除幕式

　サクラやモミジの名所として府内外から多くの
人が訪れる山家城址公園。山家地区の観光資源と
して、地域の皆さんによる整備が進んでいます。

悠久の歴史を今に伝える山家城址
～地域の力で再整備～
悠久の歴史を今に伝える山家城址
～地域の力で再整備～

山家城址公園（広瀬町）
　江戸時代に山家地区を治めた近畿最古の大名・谷藩の陣屋跡。
建物は明治初期に消失したが、石垣や土塁、空堀は今もなお築城
時のまま残っている。平成４年、市は山門があった場所に山家城
址館を整備。２階は山家郷土歴史資料館として使われている。

広
が
り
を
見
せ
る
観
光
整
備

歴
史
資
料
館
の
見
学
は
、
事
前
に

電
話
予
約
必
要

　
山
家
公
民
館
☎（
46
）０
３
４
５

利
用
案
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　山家歴史の会をはじめ、多くの皆さんの
協力で整備し、見やすく分かりやすい展示に
なりました。今後も、提供いただいた大切な
資料を整備・展示し、引き継いでいきます。
　　ぜひ一度訪れていただき、山家の歴史を
　　学ぶとともに美しい自然も体感してもら
　　　いたいです。

山家郷土歴史資料館 館長
山 田 幸比呂さん（下替地町）

どるい からほり


